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田根小学校 ４年生 

10人（教員 1名） 総合の時間 

今回も講師として元湯田小学校の杉山先生に来ていただき、生き物の探し方や網や箱眼鏡な

どの道具の使い方を教えていただきました。水は思ったより冷たく流れもやや速かったので初

めは驚いていましたが、すぐに慣れて一生懸命川底の砂をすくい、水生生物を探してしていま

した。道具の使い方は、初めて使うものもありましたが、すぐに使い方を覚えて上手に使うこ

とができました。なかなか生き物が見つからなかったので、杉山先生のアドバイスを受けて石

の裏や川の底のくぼんでいるところを探すと、少しずつ生き物が見つかってきました。すくっ

た砂や小石を詳しく探してみると、次々に生き物が見つかりました。何もいないかと思われて

いた川もよく見ると小さな生き物がいました。二回目の調査では、前回の経験を踏まえて今回

はスムーズに準備、採取ができました。前回と比べると採取した生物の種類に変化がありまし

た。前回よりも魚がたくさん泳いでいて、目で見ても分かるくらいいろいろな生き物がいまし 

た。見つけた生き物を顕微鏡で拡大してみると、生き物の特徴がより詳しく分かり、子 

どもたちから驚きの声があがっていました。 

・知らない生き物がたくさんいました。けんび
きょうで観察するとはっきり見えて色や形が

わかりました。これからもけんびきょうで観
察したいです。 

・わたしは、のびたり、ちぢんだりする生き物
をつかまえてくわしく調べたらウマビルの種

類と気づきました。初めて見たいきものなの
でびっくりしました。 

・生き物で川の水がよごれているかよごれてい
ないかが分かることを知りました。  

 一回目は、スジエビやザリガニ、シジミ、
プラナリア、ヘビトンボなどいろいろな生き
物を見つけた。 
二回目は、１回目と同じように、何もいな
いかなと思われた川にもトビゲラ、ウズム
シ、ヨコエビ、ユスリカ、タニシ、ヘビトン

ボなどがいて、ぱっと見ただけでは分からな
い小さな生き物がたくさんいることが分かっ
た。 

今回の水質調査で、川の中の生き物を調べて観察する体験を通して、子どもたちは、身近な小
さな生き物に興味、関心をもち、子どもたちが、楽しみながら環境について考えることができま
した。自分で見つけて採集した生物を興味深く図鑑で探し名前を調べる姿から、体験的な学習の
大切さを感じました。川の透明度で水のきれいさが違うことは何となくわかってはいても、そこ
で見つけられる水生生物の種類の違いで川の水のきれいさがわかるという体験は子どもたちに
とって新鮮だったようです。これからも、生き物が安心して棲める川や田根学区の自然を、自分
たちの手で守っていかなくてはならないという思いを、新たにすることができました。みずすま
しの体験を通して川に興味を持ち、人の生活のためにも生き物のためにも、川をきれいにするこ 

とが大切ということに気づくことができました。外部の講師の先生から水生生物を調べるだ 
けでなく、身近な生活と川の生き物の関わりについてなどの話をしていただき、環境問題に 
ついても目を向けることができました。                     

１回目：6月 3日（金） 学校の西の川 晴れ  ２回目：７月 1日（金） 学校の西の川 晴れ 
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【活動の様子】 

【仲間分けの様子】 【講師の先生の説明】 

【イトトンボのヤゴ】 
【カワニナ】 

【まとめの様子】 
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